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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

こ
の
コ
ラ
ム
が
意
図
す
る
こ
と

―
―
筆
者
を
例
と
し
た
そ
の
履
歴
書

（
軽
井
沢
朗
読
館
館
長
／
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

新・連・載

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第①回

▼
６
年
の
歳
月
と
展
開

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
」
に

コ
ラ
ム
と
し
て
寄
稿
さ
せ
て
頂

き
、
通
算
で
６
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
、
48
回
ず
つ
の
連
載
と

し
て
、
３
つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
書

い
た
。
第
１
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
」
が
テ
ー

マ
で
、
い
ろ
は
順
に
48
話
を
書

い
た
。
隔
週
発
行
で
あ
り
、
２

年
を
要
し
た
。

第
２
シ
リ
ー
ズ
は
、
前
シ

リ
ー
ズ
の
経
験
を
活
か
し
、

「
地
域
の 

地
域
に
よ
る 

地
域

の
た
め
の
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ｇ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
と
し
た
。
そ

れ
は
、
今
か
ら
４
年
前
の
こ
と

で
、
ち
ょ
う
ど
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
始
ま
っ
た
年
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
れ
も
48
回
続
け
た
。

第
３
シ
リ
ー
ズ
は
、
地
域

を
限
定
し
て
〝
ふ
る
さ
と
〟
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
「
ふ
る
さ
と

Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
」
と
し
た
。
東
京
一
極
集

中
が
相
変
わ
ら
ず
進
行
し
て
お

り
、
地
域
と
し
て
の
故
郷
の
想

い
を
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る

か
、
を
各
回
の
課
題
と
し
て
紐

解
い
た
。
多
面
的
に
48
回
、
書

い
た
。
す
る
と
、
２
年
を
要
し

た
が
、
第
２
シ
リ
ー
ズ
か
ら
は

４
年
が
経
過
し
、
ち
ょ
う
ど
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
任
期
と
同
じ
に

な
っ
た
。

▼
個
人
の
舞
台
と
シ
ナ
リ
オ

今
年
、
ア
メ
リ
カ
に
は
新
し

い
政
権
が
誕
生
し
た
。
バ
イ
デ

ン
民
主
党
政
権
で
あ
り
、
そ
れ

よ
り
前
、
日
本
に
は
菅
政
権
が

工
学
の
勉
強
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
時
は
よ
く
勉
強
し
た
時
期
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
時
は
、

東
大
闘
争
、
70
年
安
保
、
三
島

事
件
、
成
田
闘
争
、
な
ど
の
世

相
と
は
無
縁
の
３
年
を
過
ご
し

た
。
そ
の
後
、
在
職
の
ま
ま
千

葉
工
業
大
学
（
夜
間
）
に
編
入

学
し
３
年
後
卒
業
し
さ
ら
に
大

学
院
へ
進
学
し
た
。

❖
研
究
者
と
し
て　

今
度
は
退

職
し
、
東
京
都
立
大
学
大
学
院

（
修
士
課
程
・
機
械
工
学
専

攻
）
に
入
学
し
た
。
選
ん
だ
研

究
―
テ
ー
マ
は
、「
高
温
腐
食

疲
労
と
ク
リ
ー
プ
強
度
」
で
、

損
傷
の
進
行
を
、
時
間
を
掛
け

て
調
べ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

研
究
で
、
学
会
発
表
も
し
、
論

文
も
書
き
工
学
修
士
と
な
っ

た
。
仲
人
の
勧
め
で
結
婚
も

し
、
千
葉
大
学
に
戻
り
、
研
究

生
を
経
て
１
年
半
後
（
１
９
８

０
年
、
30
歳
）
に
機
械
工
学
科

の
助
手
と
な
り
、
正
規
の
研
究

生
活
が
始
ま
っ
た
。
千
葉
大
学

で
は
日
立
出
身
の
藤
井
孟
先
生

の
「
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
疲
労
」

に
つ
い
て
研
究
し
、
工
学
博
士

（
東
京
都
立
大
学
、
１
９
８
６

年
）
を
得
た
。
そ
し
て
、
機
械

工
学
科
の
選
任
講
師
、
助
教
授

と
な
り
、
そ
の
後
、
新
設
さ
れ

た
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
に

移
籍
し
、
国
立
大
学
法
人
（
２

０
０
４
年
）
の
移
行
し
よ
り
准

教
授
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ

疲
労
の
研
究
に
お
い
て
は
、
き

裂
の
発
生
や
進
展
に
つ
い
て
、

新
し
い
実
験
手
法
や
新
し
い
解

析
方
法
を
次
々
に
適
用
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
用
い
る
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
法
、
バ
ブ
ル
ラ

フ
ト
法
、
圧
電
（
ピ
エ
ゾ
）
素

子
を
用
い
た
き
裂
発
生
抑
制
法

な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
を
境
界
要

素
法
や
有
限
要
素
法
に
よ
る
接

触
問
題
解
析
な
ど
に
適
用
し
、

大
学
院
博
士
課
程
で
工
学
博
士

（
千
葉
大
学
）
を
４
名
（
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
法
、
ピ
エ
ゾ
試
験

器
、
境
界
要
素
法
、
摩
耗
へ
の

磁
場
の
影
響
）
誕
生
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
展
開
は
、
親
が
居
な

く
独
自
で
判
断
し
生
活
し
て
や

っ
て
き
た
自
由
さ
が
、
為
し
得

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

大
学
で
は
、
周
囲
と
は
協
調
し

な
い
勝
手
な
振
舞
い
者
と
し
て

の
烙
印
が
押
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

❖
社
会
と
の
関
わ
り　

フ
レ
ッ

テ
ィ
ン
グ
疲
労
は
、
厄
介
や
面

倒
、
あ
る
い
は
悩
む
と
か
イ
ラ

イ
ラ
す
る
な
ど
の
意
味
を
冠
し

た
疲
労
破
壊
現
象
で
あ
り
、
産

業
界
で
も
棚
上
げ
に
し
た
い
対

象
で
あ
る
。
建
吉
は
、
こ
れ
を

「
厄
介
疲
労
」
と
呼
ん
だ
が
、

棚
上
げ
し
て
お
く
と
い
ず
れ
こ

れ
が
目
を
覚
ま
し
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
破
壊
を
導
く
こ
と
が

あ
る
。
産
業
界
で
は
知
る
人
の

み
ぞ
知
る
課
題
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
疲

労
の
設
計
や
保
守
対
策
の
技
術

講
習
会
を
開
催
す
る
と
、
巨
大

メ
ー
カ
ー
か
ら
一
般
機
械
の
小

規
模
メ
ー
カ
ー
ま
で
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
参
加
を
得
る
。
日
本
の

技
術
の
信
頼
性
が
低
下
し
て
い

る
背
景
に
は
、
非
正
規
雇
用
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
援
用
設
計
な
ど

で
設
計
の
技
術
力
の
継
承
が
十

分
で
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

建
吉
は
、
発
電
風
車
に
お
い

て
も
フ
レ
ッ
テ
ィ
ン
グ
疲
労
や

摩
耗
が
お
こ
る
の
で
、
そ
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
風
力
発
電

の
分
野
に
興
味
を
持
っ
た
が
、

日
本
で
は
風
力
発
電
自
体
が
普

及
し
な
い
の
で
、
そ
の
課
題
に

つ
い
て
も
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム

の
面
か
ら
教
育
研
究
に
も
着
手

し
た
。
ま
た
、
挑
戦
し
た
エ
ン

し
か
し
、
最
も
大
き
な
出

来
事
は
、
中
学
３
年
の
２
月
下

旬
に
母
（
53
歳
）
が
胃
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ち

ょ
う
ど
今
頃
の
大
雪
の
晩
に
病

院
の
霊
安
室
で
通
夜
、
初
め
て

徹
夜
し
た
。
翌
日
に
は
火
葬

で
、
火
葬
炉
の
ガ
ラ
ス
窓
か
ら

覗
い
て
い
た
ら
、
母
の
体
が
折

れ
曲
が
り
建
吉
を
見
た
。

怪
我
で
自
宅
療
養
中
の
父

は
遺
骨
と
し
て
帰
宅
し
た
母
を

見
て
嗚
咽
し
た
。
強
剛
な
明
治

生
ま
れ
の
父
が
泣
い
た
姿
を
は

じ
め
て
み
た
。
初
七
日
が
過
ぎ

た
ら
、
生
家
が
道
路
の
拡
張
工

事
で
引
っ
越
し
と
取
り
壊
し
が

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
３
月
初
め
に
高
校
入

試
。
高
校
に
は
、
親
戚
の
資
金

采
配
を
得
て
進
む
こ
と
が
で
き

た
。
成
績
は
良
か
っ
た
方
で
、

鶴
岡
の
街
中
の
引
っ
越
し
先
に

あ
る
山
形
県
立
鶴
岡
工
業
高
校

機

械

科

に
。

が
、
非
社
交
的

な
建
吉
は
、
大

い
に
い
じ
め
ら

れ
た
。
同
校
は

昨
年
に
１
０
０

周
年
で
あ
っ
た

の
で
、
同
窓
会

の
記
念
号
に
そ

の
辺
の
件
を
書

い
た
。
高
校
３

年
の
４
月
に
今

度
は
、
病
床
に

あ
っ
た
父
（
59

歳
）
が
急
死
し

た
。
介
護
が
不

十
分
で
親
不
孝

を
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
て
中
高
の
時
代
は

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
世
相
で
あ
っ
た

が
、
建
吉
に
あ
っ
て
は
い
く
ぶ

ん
暗
闇
の
中
に
い
た
。

❖
就
職
／
大
学　

高
校
３
年
と

な
っ
て
も
県
内
か
県
外
か
の
就

職
を
決
め
ら
れ
ず
に
い
た
が
、

修
学
旅
行
で
の
東
京
体
験
が
東

京
就
職
を
決
意
さ
せ
た
。
高
校

で
面
接
し
千
葉
県
習
志
野
市
の

日
立
製
作
所
系
列
の
設
計
会
社

に
夜
行
列
車
で
集
団
就
職
。
小

型
ポ
ン
プ
の
設
計
に
従
事
し

た
。
し
か
し
、
翌
年
の
夏
に
帰

省
し
て
出
会
っ
た
親
戚
の
子
に

触
発
さ
れ
て
、
そ
の
翌
年
１
９

７
１
年
（
昭
和
46
年
）
に
、
会

社
を
２
年
で
退
職
し
、
千
葉
大

学
の
夜
間
課
程
の
工
業
短
期
大

学
部
（
機
械
工
学
科
）
に
入

学
、
昼
間
は
同
大
学
の
工
学
部

（
機
械
工
学
科
）
に
、
公
務
員

資
格
は
得
て
い
た
の
で
技
官
と

し
て
転
職
し
た
。
昼
夜
の
機
械

ジ
ニ
ア
で
あ
る
ブ
ル
ネ
ル
も
知

り
、
技
術
史
の
分
野
も
開
拓
し

た
。
建
吉
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
と

欧
米
中
国
等
に
出
か
け
、
い
つ

も
日
本
を
比
較
の
対
象
に
し
て

い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
い
ろ
い

ろ
に
挑
戦
す
る
建
吉
の
元
始
で

は
な
い
か
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

▼
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
」
に
よ
る
評
価

以
上
の
自
己
記
述
を
か
ら

建
吉
の
人
生
の
旅
路
の
章
立
て

を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
風
に
選
ぶ
と

以
下
の
よ
う
に
で
き
そ
う
だ
。

田
舎
の
出
自
／
自
閉
的
な
性
格

／
集
団
就
職
／
出
会
い
と
開
眼

／
研
究
と
工
夫
／
イ
ギ
リ
ス
滞

在
／
粉
ひ
き
風
車
と
ブ
ル
ネ
ル

の
技
術
史
／
自
由
と
孤
独
／
新

機
軸
へ
の
興
味
追
求
／
自
己
解

決
と
努
力
／
風
車
と
近
未
来
社

会
／
学
会
と
部
外
交
友
／
大
学

と
社
会
／
海
外
と
日
本
比
較
／

メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ

ン
／
過
現
未
と
夢
／

以
上
は
、
一
部
の
舞
台
に
つ

い
て
主
観
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
人
世
で
の
基
本
行
動
特

性
（
意
識
、
考
え
方
、
感
じ
方
）

を
、
グ
ラ
フ
で
可
視
化
で
き
る
評

価
ソ
フ
ト
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
」
が
あ
る
。
今
回
、
株

式
会
社 Human Science Plow

の

宮
崎
陽
世
社
長
の
協
力
で
、
そ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
評
価
テ
ス
ト
を
受
け

た
。
そ
の
評
価
結
果
で
は
、「
ａ

思
考
の
傾
向
、
ｂ
社
会
的
関
係
の

傾
向
、
ｃ
決
断
の
傾
向
、
ｄ
対
人

関
係
の
傾
向
」
に
つ
い
て
評
価
で

き
る
。
紙
面
の
都
合
で
、
佐
藤
建

吉
の
「
ｃ
決
断
の
傾
向
」
の
グ
ラ

フ
を
示
す
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
大

局
的
で
直
感
的
か
つ
一
般
的
な
決

断
の
傾
向
で
あ
る
と
い
う
。
な
る

ほ
ど
前
項
の
自
己
記
述
と
重
な
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
る
。

次
回
か
ら
は
、
本
コ
ラ
ム

の
体
裁
に
よ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

誕
生
し
た
。
世
界
は
、
コ
ロ
ナ

禍
中
に
あ
り
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

で
あ
り
、
ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
コ
ロ
ナ
（
ａ

ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
）
が
み
え
な

い
。
ま
た
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
コ
ロ

ナ
な
ど
と
も
呼
び
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
災
禍
を
早
く
乗
り
越
え
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ

は
日
米
政
府
の
み
な
ら
ず
、
世

界
の
人
び
と
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
解
決
は
、「
人
間
」
や
「
人

間
社
会
」
の
取
り
組
み
で
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
大
事
さ
が
強
調
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の

生
命
は
両
親
の
行
い
に
発
す
る

が
、
命
の
鼓
動
は
個
人
の
行
い

で
あ
る
。
一
部
に
は
、
社
会
と

と
も
に
あ
る
が
、
鼓
動
の
停
止

で
始
ま
る
死
は
、
個
人
の
行
い

に
よ
る
。
人
生
は
生
き
様
で
あ

り
、
そ
れ
は
主
に
個
人
が
演
出

す
る
。
そ
の
ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
）

の
場
所
も
、
変
わ
る
。
し
か
も

演
者
に
は
明
確
な
シ
ナ
リ
オ
は

な
い
。
シ
ナ
リ
オ
は
、
あ
る
と

す
れ
は
、後
付
け
で
与
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
演
者
と
し
て

は
、
個
人
の
力
量
に
任
さ
れ

る
。
演
者
が
残
し
た
シ
ナ
リ
オ

は
、
多
数
が
集
ま
っ
て
ア
ー
カ

イ
ブ
と
な
り
得
る
。
そ
れ
を
後

で
読
み
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
面
で
参
考
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

そ
の
シ
ナ
リ
オ
や
ア
ー
カ

イ
ブ
は
、
一
人
の
も
の
で
も
、

何
冊
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
舞
台

ご
と
に
ま
と
め
て
も
い
い
。

個
々
の
人
の
、
シ
ナ
リ
オ
を
読

む
こ
と
は
面
白
い
。
そ
れ
が
、

個
人
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

読
み
こ
た
え
が
あ
る
。
そ
ん
な

挑
戦
を
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
行
い

た
い
。
一
辺
倒
で
は
な
い
、
破

天
荒
が
な
お
さ
ら
い
い
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、

そ
う
し
た
舞
台
と
シ
ナ
リ
オ
、

そ
し
て
演
者
に
つ
い
て
書
き
留

め
た
い
。
あ
る
人
物
の
あ
る
舞

台
で
の
演
技
を
、
書
き
残
し
て

み
た
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
個
人

の
、
あ
る
生
き
様
、
舞
台
の
一

コ
マ
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
が

蓄
積
し
、
履
歴
書
と
な
る
。

▼
筆
者
の
階
段
舞
台

❖
出
自　

あ
る
人
の
舞
台
の
シ

ナ
リ
オ
を
筆
者
の
場
合
を
例
と

し
て
、
書
い
て
み
よ
う
。

佐
藤
建
吉
（
さ
と
う
け
ん

き
ち
）
は
、
１
９
５
０
年
（
昭

和
25
年
）
４
月
14
日
に
生
ま
れ

た
。
現
在
70
歳
で
あ
る
。
明
治

生
ま
れ
の
両
親
が
戦
後
、
現
在

の
北
朝
鮮
の
清
津
か
ら
母
の
実

家
を
頼
り
に
引
き
揚
げ
、
山
形

県
鶴
岡
市
関
根
と
い
う
山
間
地

に
生
ま
れ
た
。
小
学
校
は
鶴
岡

市
立
田
川
小
学
校
の
関
根
分
校

に
入
学
し
（
同
級
生
28
名
）
４

年
を
過
ご
し
、
５
年
生
か
ら
は
４

㌔
㍍
離
れ
た
同
小
学
校
の
本
校
に

徒
歩
で
通
学
（
２
ク
ラ
ス
）。
中

学
校
も
隣
地
の
田
川
中
学
校
に
進

む
。
ま
さ
に
田
舎
の
中
に
い
た
。

思
い
出
は
、
小
学
２
年
時
に
オ
ー

ロ
ラ
が
発
生
、
３
年
時
に
伊
勢
湾

台
風
、
４
年
時
に
チ
リ
津
波
が
起

こ
っ
た
。
中
学
２
年
時
に
６
月
に

新
潟
地
震
が
あ
っ
た
。
10
月
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
。
災
害
や
日
々
の
出
来
事
が
記

憶
に
あ
る
。

佐藤建吉の基本行動特性（決断の傾向）の評価グラフ

◆スマートエネルギー Week 2021
（第17回［国際］水素・燃料電池

展 ～ FC EXPO 2021 ～ ／ 第14回
［国際］太陽光発電展～ PV EXPO 

2021 ～第12回［国際］二次電池
展～バッテリージャパン～／第
11回［国際］スマートグリッド 
EXPO ／第9回［国際］風力発電
展 ～ WIND EXPO 2021 ～ ／ 第6
回［国際］バイオマス展／第5回

［次世代］火力発電EXPO ／第1回
エネマネ・自家消費EXPO）
会期：2021年3月3日（水）～ 5日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：
00（最終日は17：00まで）▷会場：
東京ビッグサイト西・南・展示
棟（東京都江東区有明3-11-1）▷
主催：リード エグジビション 
ジャパン株式会社/問合せ先：＜
出展に関して＞03-3349-8576 ／
＜来場に関して＞03-3349-8576

●脱炭素チャレンジカップ2021
会期：2021年2月9日（火）▷開催
時間：10：00 ～ 16：45▷開催方
法：オンライン▷参加費：無料

▷主催：脱炭素チャレンジカッ
プ実行委員会▷共催：地球温暖
化防止全国ネット／セブン-イレ
ブン記念財団/詳細・問合：htt
ps://www.zenkoku-net.org/dats
utanso/program.php

●第14回 イワタニ水素エネルギー
フォーラム 東京「拡大する水素
事業・国内外の最新動向」
会期：2021年2月12日（金）▷開催
時間：13：30 ～（開場12：30 ～）
▷開催方法：オンライン▷会場：
東京国際フォーラム『ホール
B7』（東京都千代田区丸の内3-5-
1）▷詳細・オンライン参加申込：
http://www.iwatani.co.jp/jpn/
information/detail_2250.html
▷参加費：無料▷主催：岩谷産
業株式会社/問合：06-7637-3446

（フォーラム事務局）
●地域型バイオマスフォーラム 第

2回
会期：2021年2月15日（月）▷開催
時間：午後（予定）▷開催方法：
zoomによるオンライン開催＊詳
細要問合せ▷主催：一般社団法
人日本有機資源協会／バイオガ
ス事業推進協議会／一般社団法
人日本木質バイオマスエネルギ

ー協会／一般社団法人日本サス
テイナブルコミュニティ協会／
一般社団法人日本シュタットベ
ルケネットワーク／ NPO法人バ
イオマス産業社会ネットワーク
／ NPO法人農都会議

●第11回日独エネルギー・環境フ
ォーラム
会期：2021年2月16日（火）～ 18

（木）▷開催方法：オンライン▷
テーマ：産業の明日 産業分野の
脱炭素化－政策的、技術的、社
会的解決策と水素の役割▷参加
費：無料（要事前登録）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）／
ドイツ連邦環境・自然保護・原
子炉安全省（BMU）／ドイツ連邦経
済・エネルギー省（BMWi）/申込・
詳細：https://gj-eedf.org/ja/
%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

●新エネルギー財団「中小水力発
電技術に関する実務研修会（令和
2年度（2020年度）第3回目）」
会期：2021年2月18日（木）・19日

（金）▷開催時間：＜18日＞10：
50 ～ 16：55 ／＜19日＞9：40 ～
16：00▷開催方法：オンライン
配信（事前登録制）＆DVD配布▷参

加費：賛助会員＝2万9,400円／
一般＝3万4,600円（1名につき、
テキスト代・DVD代を含む）▷主
催：一般財団法人新エネルギー
財団▷申込先：https://neps.
nef.or.jp/seminar/2020/150/en
try.php▷問合せ先：新エネルギ
ー財団 水力地熱本部03-6810-
0364

●水素エネルギー推進セミナー「首
都圏での水素利用拡大に向けて 
水素サプライチェーンと需要創出」
会期：2021年2月18日（木）▷開催
時間：13：30 ～ 15：00▷開催方
法：Zoomを使用したオンライン
での開催（事前申込制）▷参加費：
無料▷主催：東京都/問合：事務
局03-6264-0577（ウルフスタイル
内）

●第14回 イワタニ水素エネルギー
フォーラム 大阪「拡大する水素
事業・国内外の最新動向」
会期：2021年2月25日（木）▷開催
時間：13：30 ～（開場12：30 ～）
▷開催方法：オンライン▷会場：
グランフロント大阪 北館地下2
階 ナレッジキャピタル コング
レコンベンションセンター　ホ
ール『A+B』（大阪市北区大深町

3-1）▷詳細・オンライン参加申
込：http://www.iwatani.co.jp/
jpn/information/detail_2251.
html▷参加費：無料▷主催：岩
谷産業株式会社/問合：06-7637-
3446（フォーラム事務局）

● 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム「REvisi
on2021」～ 3.11から10年 -新し
いエネルギーの未来を目指す
会期：2021年3月10日（水）▷開催
時間：10：00 ～ 18：30（二部構
成）▷開催方法：オンライン（Zoom
ウエビナー）＊日英同時通訳付き
▷参加費：無料（要事前登録）▷
主催：公益財団法人自然エネル
ギー財団/申込・詳細：https://
www.renewable-ei.org/activiti
es/events/20210310.php

●原発ゼロ・自然エネルギー 100世
界会議 ～福島原発事故から10年～
会期：2021年3月11日（木）▷開催時
間：10：00～ 22：00▷開催方法：
オンライン開催▷参加費：無料（申
込み不要）▷主催：原発ゼロ・自然
エネルギー推進連盟（原自連）/詳細：
https://20210311.genjiren.com/

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 3月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


